
腹膜透析患者さんと
つながる
MyPD

MyPDとは
MyPDは直感的なインターフェースを備えたユーザーフレンドリーなアプリです。PD患
者さんが、治療データやバイタル測定値など、毎日の治療に関連する情報を入力・確認す
ることができます。MyPDはバクスターのシェアソースプラットフォームと直接つながっ
ているので、医療機関全体のCAPD/APD患者さんの遠隔患者管理を実現します。
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＊APD患者さんの場合、測定項目に変更がある場合があります。

MyPD患者用モバイルアプリケーションは透析患者さんが以下の目的で使用することを企図しています；医療従事者から送信された新規ま
たは修正された治療パラメータの確認、シェアソースを通じて遠隔通信での治療データの収集の支援、および過去の治療結果の確認。本アプ
リケーションは、市販のモバイルプラットフォームで使用することを想定しており、一般に利用可能なネットワークおよび通信プロトコルを使
用します。MyPD患者用モバイルアプリケーションは、透析を受ける患者さんの治療の管理または実施を目的としたものではありません。本
システムは、臨床管理基準の代わりとなるものではなく、また本システムの運用によって意思決定や治療パスを作成するものではありません。

国内未承認の医療機器情報を含みますが、当該機器の使用推奨などプロモーション目的ではありません。
本資料に記載の医療機器を安全かつ適切に使用するため、電子添文または取扱説明書をご参照ください。

患者さんと医療チームの
つながりを感じる

CAPD患者さんでは、治療	
データを簡単に記録でき、	
APD及びCAPDいずれの患
者さんもMyPDでバイタル
測定値＊が入力可能

シェアソースプラットフォームを通じて、MyPD
は医療機関における迅速な意思決定を支援し5, 7、	
PD患者さん一人ひとりに合わせたケアを実現

より多くの
PD患者さんの

正確なデータに
アクセス
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医療機器 販売名 承認番号 クラス分類 特定保守管理
医療機器 一般的名称

特定診療報酬算定医療機器区分／
特定保険医療材料

（機能区分コード及び機能区分名）
対応する診療報酬項目

ホームPDシステム かぐや 22800BZX00454000 Ⅲ、高度管理医療機器 該当 自動腹膜灌流用装置 自動腹膜灌流装置 C155 自動腹膜灌流装置加算

シェアソース 22800BZX00345000 Ⅲ、高度管理医療機器 該当なし 腹膜透析用治療計画
プログラム － C102 在宅自己腹膜灌流指導管理料

遠隔モニタリング加算

※MyPDは、シェアソースの付属品です



ダウンロード可能

MyPDとは
PD治療管理の

向上を目指したデザイン

MyPDは、医療機関の業務効率を高め、患者データの管理、
セキュリティ、データ保存の合理化を支援します3, 4。

CAPD患者さんへも遠隔患者管理を実現
MyPDを活用することで、APD患者さんに加え
CAPD患者さんへもシェアソースによる遠隔患者管
理の効果である少ない通院回数やアドヒアランス改
善などが期待できます1, 2。
さらには、PD患者さんの管理をリアクティブからプロ
アクティブへシフトさせ医療従事者の業務効率を改
善する可能性があります3。

データに基づく意思決定の支援
MyPDは、シェアソースでの「医療機関の業
務効率を高め、患者データの管理、セキュリ
ティ、データ保管を合理化する」につながるよ
うに設計されています3, 4。
MyPDがシェアソースプラットフォームと統
合されることにより、患者さんの治療データ
へタイムリーにアクセスすることで、データに
基づく円滑な意思決定のための情報提供が
可能となります3, 4。

患者さんの治療への
参加意識向上の可能性
MyPDは、シェアソースでの「患者さん
ご自身の治療への参加意識をより高
め、安心感や臨床アウトカムの向上な
どの遠隔患者管理による効果」につな
がるように設計されています2, 5。

より進んだPD治療管理を
目指す医療機関へ

MyPDアプリで多様な
ベネフィットを提供



MyPD
在宅治療への
よりよい安心感

MyPD
スムーズな治療の
流れ

MyPDアプリを使用した遠隔患者管理は、 
シェアソースプラットフォームを通じて、	
全てのPD患者さんの正確なデータにタイム
リーにアクセスできるので、データに基づく
スムーズな意思決定をサポートします6, 7。

MyPDアプリを使用した遠隔患者管理は、 
シェアソースプラットフォームを通じて、
患者データの管理、セキュリティ、データ
保存を合理化させ、医療従事者の業務効
率アップをサポートします3, 4。

MyPDアプリを使用した遠隔患者管理は、 
自動化された＊バイタル収集機能によっ
て、APD及びCAPD患者さんの状態を	
タイムリーに把握でき、全体的な質の向上
が期待されます5, 6。

MyPDアプリを使用した遠隔患者管理は、 
APD及びCAPD治療管理のデジタル化
を実現し、治療効果につながる情報への	
タイムリーなアクセスを提供します。

MyPDアプリを使用した遠隔患者管理は、 
CAPD治療に積極的に向き合う姿勢を高
め、臨床アウトカム向上などの遠隔患者管
理による効果につながるように設計され
ています2, 5。

MyPDアプリを使用した遠隔患者管理は、 
医療従事者とのつながりを強め、治療目標
を共有しながら、透析治療への否定的な
姿勢を軽減することが期待できます2, 8。

MyPDアプリを使用した遠隔患者管理は、 
入院日数の短縮、治療アドヒアランスの向
上など、遠隔患者管理のベネフィットを提
供することが期待できます1, 2。
遠隔患者管理はシェアソースを通じて
CAPD患者さんにも対応します。

MyPDアプリを使用した遠隔患者管理は、 
直感的で使いやすいデザインによりデー
タ入力を簡素化し、毎日のデータ記録の
負担を低減します。

＊アプリに対応したBluetoothデバイスと接続した場合に限られます。

MyPDアプリを使用した遠隔患者管理は、より進
んだPD治療管理を目指す医療機関へ多様なベネ
フィットを提供します。

MyPDアプリを使用した遠隔患者管理は、治療目標達成
のサポート、さらにデータ入力の簡素化によりPD治療に
まつわる負担の軽減につながることを目指しています。

業務効率の向上 患者満足度の向上



シェアソースプラットフォームによる
正確なデータへのアクセス

MyPDは、APD患者さんに以下の機能を提供します：

●選択したバイタルデータを、スマホやタブレットから	
アプリに直接入力。

●Bluetooth対応の体重・血圧計をMyPDアプリに接続
し、正確なバイタルデータを自動入力。

●シェアソースを通じてかぐやから受信した治療の詳細の
確認や治療履歴の確認。

MyPDアプリで提供されるつながりは、在宅PD治療を行う
際の安心感や臨床アウトカムの向上に寄与する可能性が
あります。

APD患者さん

MyPDはシェアソースを通じて、
CAPD患者さんにも遠隔患者管理を提供します：

●MyPDアプリ上での治療の詳細やバイタル測定値の	
入力と確認、および過去の治療データの確認。

●第一選択の処方と第一選択以外の処方が表示され、	
処方が更新された際に通知を受信。

●MyPDアプリに対応したBluetoothデバイス（体重計・
血圧計など）をアプリに接続して、正確なバイタルデー
タを入手。

MyPDはシェアソースを通じて、通院回数の削減や治療	
アドヒアランスの向上など、遠隔患者管理のベネフィット
をCAPD患者さんにもご提供できるようになりました1, 2。
MyPDは、手作業でのデータ入力の負担を小さくするよう
にデザインされています。

CAPD患者さん


